
人と動物（ペット）が適正に関わることで共に心の健康が保たれた社会を育むことを目的とし、
保護犬・猫の譲渡会、ワークショップ、講習会、写真展等のイベントを開催しました。
連日多くの方々にお越しいただき、保護犬猫の存在にふれてもらい、また、飼われている方には
自身とペットとの暮らし方について学んでいただくことができました。
お越しくださった皆様、御協力いただいた皆様、ありがとうございました。

いぬ・ねこ・にんげん しあわせフェスタ

開催しました □

10日間で
のべ約６６０人に

お越しいただきました。

202５年１0月１５日～22日アル・プラザ草津にて
２０２５年１１月８日、９日滋賀県動物保護管理センターにて

うちの子写真展

元保護犬・猫との楽しい暮らしが伝わる写真およびエ
ピソードを募集し、審査員に選ばれた優秀賞３点、特賞
６点を含む、ご応募いただいた78点を展示しました。
元保護犬・猫と新しい家族のあたたかな暮らしを思い
浮かべながらご覧いただきました。

エピソード朗読会

犬・猫との生活に関するエピソードを募集し、アル・プラザ草津におい
てフリーアナウンサーの方々によるエピソード朗読を行いました。

アル・プラザ草津

もしもの時のペット防災展示(いっしょに逃げてもいいのかな展)

災害への備えや飼い主の心構えについて、災害時に置かれる状況を
想像しながら見ていただき、「飼い主力」を高める展示を行いました。

人と動物が豊かに関わるための
未来へのメッセージなどを記入し、
メッセージツリーを作成しました。

メッセージツリー

動物保護管理センター



オリジナルパーラービーズづくり

保護猫譲渡会

県内で活動している譲渡団体をお招きし、譲渡会を開催しました。
会場に来ていた保護猫との縁がなかった方も、譲渡団体と話をされ、
次の出会いにつなげていただきました。
動物保護管理センターは命を繋ぐ場となっています。

活動紹介パネル展

県内で譲渡に取り組む団体等の活動を紹介しました。

公益社団法人滋賀県獣医師会

（公社）滋賀県獣医師会に
よる相談コーナーでは、自身
の犬猫の健康面に関する悩
みを相談されていました。

獣医師会の相談会 獣医師のお仕事紹介

獣医師は、ペットを治すだけでなく、
牛や豚の病気を防いだり、食品の安
全を確保して食中毒を予防したり、
動物と人が健康に暮らせるように、
さまざまな場所で活躍しています！

滋賀県では引き続き、「動物との暮らし三方よし」をスローガンに掲げ、取り組みを推進します。

飼っている人が動物との暮らしを楽しみ、飼われている動物が健康で幸せであり、飼っていない
人を含めた地域がその暮らしを受け入れられる社会を目指していきます。

飼う人の心構えで、不幸な命は減らすことができます。
人と動物がより良い関係を築けるよう、ご協力をお願いします。

猫 12頭
譲渡がきまりました！

保護犬・猫の飼い方講習会

一般財団法人滋賀県動物保護管理協会から、犬や猫を飼うときの心構え、
日常管理などについて教えてもらいました。
犬の飼い方講習は16名、猫の飼い方講習は21名の方が参加され、譲渡会
での譲渡を希望される参加者には可能な限り受講いただくとともに、滋賀
県動物保護管理センターにいる保護犬、猫の譲渡を希望される方には登録
いただきました。

ワークショップ（WS)

UVレジンでペットのネームタグをつくろう！

セミナー「ペットの終活」

「ペットの終活」をテーマにしたセミナーでは、ペットの命の終わり
をどのように迎えるか、自身が飼えなくなった際の備え等、ペットを
家族として迎え入れたその後のことについてペットジャーナリスト
阪根美果さんに講演いただきました。


